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１．はじめに 

  

  代表取締役社長 八丸 智子 

 

コロナ禍の続くなか、一般廃棄物収集の業務を停滞することがないよう感染対策には十分に配慮しま

した。 

分散出勤・車内での昼食等、社員には相当な不便をかけましたが、皆の協力で社内感染はなかったよ

うです。ただ家庭内でコロナに感染した社員はいました。長い休みでも業務が滞らかったのは各課長を

はじめ皆の協力のおかげと感謝しております。 

業務全般の目立った変更はなく、試行錯誤を繰り返しながらの残飯の堆肥化も来年度にはペレット化

できるところまで来ました。 

毎日が戸外での作業のため、心配なのは社員の健康管理ですが夏の空調服の使用を始めてから熱中症

になる社員が居なくなりました。 

来年度は分散出勤を緩和し、以前のように明るい挨拶と笑い声の絶えない姶良衛生（有）に戻れるよ

う祈っております。 
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運動公園より姶良市を望む 

 

 

 

 

私たちが守りたいもの 

守っていかなければならない 

もの  

 

 

 

 

 

 

薩摩藩の主要街道白銀坂     樹齢 1,500 年 日本一の蒲生の大楠 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

江戸と薩摩を結ぶ重要な街道龍門司坂 
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                重富海岸にて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

蒲生営業所                吉田営業所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

姶良衛生姶良リサイクルセンター                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5Ｒの推進 

   Refuse（リフューズ）    断る、辞退する 

Reduce（リデュース）    減らす 

Reuse（リユース）    再使用する 

Recycle（リサイクル）    再資源化する 

Regeneration（リジェネレーション）  再生、復活 



５ 

２．企業理念・環境経営方針 

企 業 理 念 

１．社会貢献  

業務を通じて質の高いサービスに努め市民が安心して暮らせる社会づくりを目指します。 

１．快適な職場づくり  

安全で明るく思いやりと笑顔あふれる職場づくりを目指します。  

 

環境経営方針 

企業理念を追求すると共に、事業活動において生じる以下の環境負荷削減を図り、全社員 

一丸となってエコアクション２１に継続的に取組みます。  

〈 行動指針 〉 

（１）環境負荷削減と環境保全活動に積極的に取り組みます 

  ➀ 二酸化炭素（CO２）排出量を削減します 

 ➁ 廃棄物排出量を削減します 

  ➂ 水使用量（排水量）を削減します 

  ➃ 化学物質を適切に管理し、使用します 

  ➄ 地域貢献のため、会社周辺の清掃等を行います 

これらについて環境経営目標・環境経営計画を定め、定期的に見直しを行います 

（２）業務に関する法律等を遵守します 

（３）お客様へのサービスのため社内品質の向上に努めます 

（４）環境保全のための従業員教育を積極的に行い、環境経営方針は全従業員に周知する 

とともに、社外に公表します 

 

制定日：平成 22 年  7 月 1 日 

改定日：令和  4 年 11 月 4 日 

 

姶良衛生有限会社 

代表取締役 八丸 智子 
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３．会社概要 
会 社 名： 姶良衛生有限会社 

設  立： 昭和 41 年 4 月 1 日 

資 本 金：３００万円 

事 業 所（取組み範囲）：全組織・全事業所 

【本社及び車庫】 

〒899-5652 鹿児島県姶良市平松 7433－5 

TEL 0995-65-2383  FAX 0995-65-2976 

【姶良リサイクルセンター】（略称：ARC） 

〒899-5542 鹿児島県姶良市上名 2618 

TEL 0995-54-4300  FAX 0995-54-4311 

【吉田営業所】 

〒891-1304 鹿児島県鹿児島市本名町 1912 

TEL 099-246-9103  FAX 099-246-9107 

【蒲生営業所】 

〒899-5302 鹿児島県姶良市蒲生町上久徳 426-7 

TEL 0995-54-3505  FAX 0995-54-3507 

役 員：代表取締役社長  八丸 智子 

     取 締 役 会 長  櫟山 一男 

取 締 役 専 務  八丸 貴宏 

取    締    役  八丸 真人 

監  査  役  櫟山 秀子 

EA21 認証・登録範囲 

一般廃棄物処理業（収集運搬及び中間処理）、浄化槽の保守点検・清掃 

・し尿収集運搬 

・浄化槽保守点検 

・浄化槽清掃 

・一般廃棄物収集運搬及び中間処理（姶良リサイクルセンター） 

いちごの栽培・販売（いちご農園・販売所）（令和 5年 3 月 31 日で事業終了） 

事業年度： 期首 4 月 1 日 期末 3 月 31 日 

社 員 数：98 名 

   役 員        5 名（取締役 4 名，監査役 1 名） 

   業務部 部長    1 名 

       次長    1 名 

       業務 1 課 25 名 

業務 2 課 22 名 

業務 3 課 38 名 

総務課   6 名 

環 境 管 理 責 任 者： 榎並 孝二 

環境経営レポート担当者： 稲元 弘昭（お問合せ等は本社まで） 
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４．業務概要 
本社は、業務全般を管理しています。本社 1 階と近くに、浄化槽維持管理車両、し尿

収集運搬車両の車庫を有しています。 

姶良リサイクルセンターは、姶良市からの委託業務として、資源ごみの収集運搬及び

中間処理（選別とプレス等）を行っています。また、塵芥収集運搬車両（パッカー車）

の車庫としても使用しています。 

取得している業の許可を下表に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

姶良市 

姶良地区 

蒲生地区  

許可の種類 許可番号 期 間 

一般廃棄物処理業許可証 姶良市一般廃棄物処理業許可第 1 号 
令和 4年 4月 1 日～ 

令和 6年 3月 31 日 

浄化槽清掃業許可証 姶良市浄化槽清掃業許可第 1 号 
令和 4年 4月 1 日～ 

令和 6年 3月 31 日 

浄化槽汚泥収集運搬業 

許可証 
姶良市一般廃棄物処理業許可第 24 号 

令和 4年 4月 1 日～ 

令和 6年 3月 31 日 

し尿収集運搬許可証 姶良市一般廃棄物処理業許可第 22 号 
令和 4年 4月 1 日～ 

令和 6年 3月 31 日 

脱水汚泥収集運搬許可証 姶良市一般廃棄物処理業許可第 26 号 
令和 4年 4月 1 日～ 

令和 6年 3月 31 日 

鹿児島市 

吉田地区 

浄化槽保守点検業者登録 指令第 5-15号 
令和 5年 6月 1 日～ 

令和 10年 5月 31 日 

一般廃棄物処理業許可証 第 418 号 
令和 5年 4月 2 日～ 

令和 7年 4月 1 日 

浄化槽清掃業許可証 指令第 5－13号 
令和 5年 4月 1 日～ 

令和 8年 3月 31 日 

鹿児島県 浄化槽保守点検業者登録 鹿児島県知事 第 04－09 号 
令和 5年 6月 1 日～ 

令和 10年 5月 31 日 
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姶良衛生有限会社 車両一覧 

区 分 種類 業務 1課 業務 2課 業務 3課 合 計 

バキューム車 

3.0 ｔ 11   

29 

3.5 ｔ 7   

7.0 ｔ 2   

10.0 ｔ 2   

7ｔ2 槽式 2   

濃縮車 3   

軽 2   

塵芥車 

3.5 ｔ  6  

9 4.0 ｔ    

5.5 ｔ  3  

平ボディ 

2.0 ｔ  2  

5 3.0 ｔ  2  

3.5 ｔ  1  

ダンプ 4.0 ｔ 2   2 

高圧洗浄車    1 1 

保守点検車 軽   40 40 

普通乗用車    1 1 

トラック 
1.0 ｔ 1   1 

軽    0 

軽自動車   1  1 

軽貨物   2  2 

合 計  32 17 42 91 

 

 

本社 駐車場              姶良リサイクルセンター
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【業務フロー】  赤枠：自社の業務範囲 青枠：自社外の業務範囲（処理場，処理施設など） 

 

業務 1 課（し尿収集運搬業務） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業務 1 課（浄化槽汚泥収集運搬業務） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浄化槽汚泥濃縮車（SN 車） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本社 

 

し尿汲取り現場 

 

あいらクリーンセンター 

 

吉田し尿等中継施設 

 

鹿児島市衛生処理センター 

 

本社 

 

浄化槽汚泥収集現場

ば場 

 

浄化槽脱水汚泥 

汚泥収集現場 

（脱水汚泥収集にはダンプ車を使用） 

あいらクリーンセンター 

 

鹿児島市衛生処理センター 

 

吉田し尿等中継施設 

 

あいらクリーンセンタ

ー 

 株式会社三州衛生公社 

（山田地区処理施設脱水汚泥のみ） 
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業務 2 課（一般廃棄物収集運搬・リサイクルセンターの運営管理業務） 

可燃物，資源物の収集・運搬 

 

 

 

  

 

 

 

                       残渣物 

 

 

 

 

※ 姶良リサイクルセンターは、弊社の施設です。姶良市の委託業務を行っています。整備して

いる施設は以下の通りですが、一般廃棄物の収集・分別業務などは市の事業なので、取扱量

の記載を控えます。お手数ですが、姶良市のホームページなどから情報をご確認くださいま

すようお願いいたします。 

 

中間処理機器 

あき缶選別プレス装置：日本マグネティックス缶プレス機 ACP072-7 

 

最高処理能力 

スチール 

                                 5ｔ未満／日 

アルミ  

 

 

 

 

ペットボトル減容装置：PB-300 

 

最高処理能力  

1.6 ｔ／日 

 

 

 

 

 

 

姶良リサイクルセンター 

 

回収ステーション 

 

資源物 

姶良リサイクルセンター 

で中間処理・保管 

 

可燃物 

姶良清掃センターで焼却

処理 

 

処理業者 
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その他プラスチック減容機：MPR-150 

 

最高処理能力  

4.8 ｔ／日 

 

 

 

 

 

 

発泡スチロール減容機：RE-E502 

  

                      最高処理能力  

400 kg／日 

 

 

 

 

 

 

 

業務 3 課（浄化槽保守点検業務） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保守点検車 

 
【令和 4 年度一般廃棄物処理量】 

収集運搬量（総量として）：54,291 ｔ 

中間処理量（資源化量） ：  977 ｔ 

本社 

 

浄化槽保守点検現場 

浄化槽の保守点検 

 



１２ 

５．取組体制 
姶良衛生有限会社 環境経営システム体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

役 職 役割・責任・権限 

代表者（代表取締役） ・環境経営に関する統括責任 

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能・技術者を用意 

・環境管理責任者を任命 

・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知 

・環境経営目標・環境経営計画書を承認 

・代表者による全体の評価と見直し・指示を実施 

・環境経営レポートの承認 

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理 

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認 

・環境経営目標・環境経営計画書を確認 

・環境経営の取組結果を代表者へ報告 

・環境経営レポートの確認 

EA21 推進委員会 ・エコアクション 21 に関する事項の審議・検討 

・関連する環境経営計画の実施及び達成状況の環境担当への報告 

・特定された項目の手順書作成及び運用管理 

環境担当 ・環境管理責任者の補佐、エコアクション 21（EA21）推進委員会の事務局 

・環境への負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施 

・「環境関連法規等取りまとめ表」の作成 

・「環境関連法規等取りまとめ表」に基づく順守評価の実施 

・環境経営目標・環境経営計画書原案の作成 

・環境活動の実績集計 

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口 

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付） 

環境リーダー ・自部門における環境経営システムの実施 

・自部門における環境経営方針の周知 

・自部門の従業員に対する環境育訓練の実施 

・自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告 

・特定された項目の手順書作成及び運用管理 

・自部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成、テスト・訓練・記録 

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置 

全従業員 ・エコアクション 21 を理解し、環境への取組の重要性を自覚する 

・環境経営方針の理解と決定された環境活動に自主的・積極的に参加する 

・環境改善への意見提案や環境問題・異常時の上司への報告 

代表者 
代表取締役 八丸 智子 

環境管理責任者 
榎並 孝二 

EA21 推進委員会 

各課環境リーダー 

環境担当 
稲元 弘昭 

業務 1 課 

・し尿収集運搬 

・浄化槽清掃 

業務 2 課 

・姶良リサイク 

ルセンター 

（ARC） 

業務 3 課 

・浄化槽点検 

総務課 
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６．環境経営目標及び環境負荷の実績 

環境経営目標及び環境保全活動として以下の①～⑤の項目について活動を行います。 

➀ 二酸化炭素（温室効果ガス） ⇒ 燃料と電気の使用から発生 

➁ 廃棄物 ⇒ 使用する資機材・事務用品等から発生 

③ 排水（上水） ⇒ 排水量 通常の水使用量 

取水量（地下水）      ⇒  浄化槽清掃後の水張で使用 

④ 化学物質 ⇒ 浄化槽維持管理業務で使用 

➄ 地域貢献 ⇒ 会社周辺の清掃活動等を行う 

 

             環境経営目標（3 ヵ年） 

＜全社＞ 

目標項目 内容 
基準値 

令和 3 年度 

目標値 

令和 4～6 年度 

➀二酸化炭素排

出量 

（kg-CO2） 

燃料 

（kg-CO2） 
431,508  431,508  

電気使用量 

（kwh） 

（kg-CO2） 

79,413 

38,118 

79,413 

38,118 

二酸化炭素排

出総量 
469,626 469,626 

➁廃棄物 

（kg） 

産業廃棄物 6,740 6,740 

一般廃棄物 4,723 4,723 

③排水量 

（ⅿ３） 
上水使用量 853 853 

③取水量 

（ⅿ３） 
地下水使用量 30,614  30,614  

➃化学物質確認 

（回） 

殺虫剤及び消

毒剤 

1 回/月 

12 回/年間 

1 回/月 

12 回/年間 

➄地域貢献 

（回） 
周辺清掃 

本社 8 回/年間 

ARC 1 回/年間 

本社 8 回/年間 

ARC 1 回/年間 

 ※ 廃棄物は弊社内や業務上生じた廃棄物量の記載です。受託した産廃はありません。 

※ 基準値は令和 3 年度の値とし、増加しないよう維持することに努めます。但し、 

産業廃棄物については、令和 3 年度産廃の汚泥が自社姶良リサイクルセンターの 

汚泥槽のみに蓄積し、社外への排出量が無かったため、姶良リサイクルセンターの 

値がある令和 1 年度の値とします。 

 ※ 購入電力の二酸化炭素排出係数は、調整後の令和 2 年度の九州電力の値、 

0.479（kg-CO2／kWh）を用いています。 
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＜本社＞ 

目標項目 内容 
基準値 

令和 3 年度 

目標値 

令和 4～6 年度 

➀二酸化炭素排

出量 

（kg-CO2） 

燃料 

（kg-CO2） 
318,555 318,555 

電気使用量 

（kwh） 

（kg-CO2） 

28,706 

13,779 

28,706 

13,779 

二酸化炭素排

出総量 
332,334 332,334 

➁廃棄物 

（kg） 

産業廃棄物 2,160 2,160 

一般廃棄物 3,841 3,841 

③排水 

（ⅿ３） 
上水使用量 573 573 

③取水 

（ⅿ３） 
地下水使用量 30,614  30,614  

➃化学物質確認 

（回） 

殺虫剤及び消

毒剤 

1 回/月 

12 回/年間 

1 回/月 

12 回/年間 

➄地域貢献 

（回） 
周辺清掃 8 回/年間 8 回/年間 

 

＜姶良リサイクルセンター（ARC）＞ 

目標項目 内容 
基準値 

令和 3 年度 

目標値 

令和 4～6 年度 

➀二酸化炭素排

出量 

（kg-CO2） 

燃料 

（kg-CO2） 
112,953 112,953 

電気使用量 

（kwh） 

（kg-CO2） 

50,707 

24,339 

50,707 

24,339 

二酸化炭素排

出総量 
137,292  137,292  

➁廃棄物 

（kg） 

産業廃棄物 4,580 4,580 

一般廃棄物 881 881 

③排水 

（ⅿ３） 
上水使用量 280 280 

➄地域貢献 

（回） 
周辺清掃 1 回/年間 1 回/年間 



１５ 

７．令和 4 年度取組結果 

＜全社＞ 

目標項目 内容 

目標値 

R4/4/1～ 

R 5/3/31 

実績値 

R4/4/1～ 

R 5/3/31 

増減率 

（％） 
判定 

➀二酸化炭素排

出量 

（kg-CO2） 

燃料使用量 431,508  440,241 ＋2.0％ × 

電気使用量 

kWh 

CO2 

79,413 

38,118 

 

81,330 

39,039 

＋2.4% × 

二酸化炭素排 

出総量 
469,626 479,280 ＋2.1％ × 

②廃棄物排出量 

（kg） 

産業廃棄物 6,740 1,540 △77% ◎ 

一般廃棄物 4,722 4,720 0% 〇 

③排水量 

（㎥） 
上水使用量 853 735 △13.8% ◎ 

③取水量 

（㎥） 
地下水使用量 30,614 29,812 △2.6% ◎ 

④化学物質確認 

（回） 

殺虫剤 

消毒剤 

1 回/月 

12 回 

1 回/月 

12 回 

達成率 

100% 
○ 

⑤地域貢献 

（回） 
周辺清掃 

本社 8 回 

ARC 1 回 

本社 8 回 

ARC 1 回 

達成率 

100% 
○ 

※判定（増減率）による（増減率＝目標値÷実績値×100） 

◎：-2％以上 ○：0～-2％未満 △：1％未満 ×：1％以上 

※電力二酸化炭素排出係数：九州電力令和 2 年度調整後排出係数 0.479（kg-CO2／kWh 

 

たい肥化処理施設           たい肥 葉肥 はっぴい 

 

            肥料製造機 

M-20 型 

／500 kg  
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＜本社＞ 

目標項目 内容 

目標値 

R4/4/1～ 

R 5/3/31 

実績値 

R4/4/1～ 

R 5/3/31 

増減率 

（％） 
判定 

➀二酸化炭素排

出量 

（kg-CO2） 

燃料使用量 318,555 325,091 ＋2.1％ × 

電気使用量 

kWh 

CO2 

28,706 

13,779 

 

28,662 

13,758 

△0.2% ○ 

二酸化炭素排 

出総量 
332,334 338,849 ＋1.8％ × 

②廃棄物排出量 

（kg） 

産業廃棄物 2,160 1,540 △29% ◎ 

一般廃棄物 3,841 4,035 ＋5.1% × 

③排水量 

（㎥） 
上水使用量 573 496 △13.4% ◎ 

③取水量 

（㎥） 
地下水使用量 30,614  29,812 △2.6% ◎ 

④化学物質確認 

（回） 

殺虫剤 

消毒剤 

1 回/月 

12 回 

1 回/月 

12 回 

達成率 

100% 
○ 

⑤地域貢献 

（回） 
周辺清掃 8 回 8 回 

達成率 

100% 
○ 

※判定（増減率）による（増減率＝目標値÷実績値×100） 

◎：-2％以上 ○：0～-2％未満 △：1％未満 ×：1％以上 

※電力二酸化炭素排出係数：九州電力令和 2 年度調整後排出係数 0.479（kg-CO2／kWh 

 

  

 

本社前 （花を植えています） 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 17 - 

 

＜姶良リサイクルセンター（ARC）＞ 

目標項目 内容 

目標値 

R4/4/1～ 

R 5/3/31 

実績値 

R4/4/1～ 

R 5/3/31 

増減率 

（％） 
判定 

➀二酸化炭素排

出量 

（kg-CO2） 

燃料使用量 112,953 115,150 ＋1.9％ × 

電気使用量 

kWh 

CO2 

50,707 

24,339 

 

5,2668 

25,281 

＋3.9% × 

二酸化炭素排 

出総量 
137,292  140,431 ＋2.3％ × 

②廃棄物排出量 

（kg） 

産業廃棄物 4,580 0 － ◎ 

一般廃棄物 881 685 △22.2% ◎ 

③排水量 

（㎥） 
上水使用量 280 239 △14.6% ◎ 

⑤地域貢献 

（回） 
周辺清掃 1 回 1 回 

達成率 

100% 
○ 

※判定（増減率）による（増減率＝目標値÷実績値×100） 

◎：-2％以上 ○：0～-2％未満 △：1％未満 ×：1％以上 

※電力二酸化炭素排出係数：九州電力令和 2 年度調整後排出係数 0.479（kg-CO2／kWh 

※産業廃棄物（グリストラップ汚泥）については、浄化槽内で保存中処理なし 

 

 

ごみゼロ 運動           交通安全立哨活動 
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８．環境活動計画と取組状況 

項 目 活 動 計 画 業務 1課 業務 2課 業務 3課 総務課 

燃料 

➀ 自動車燃料削減目標の説明、呼びかけ ○ ○ ○ － 

➁アイドリングストップ推進 ○ ○ ○ － 

③制限速度・積載量の遵守 ○ ○ ○ － 

➃車両の乗合せ推進 ○ ○ ○ － 

➄冷暖房控え目運転 ○ ○ ○ － 

電力 

➀省エネ目標の説明、協力呼びかけ ○ ○ ○ ○ 

➁節電運動展開 ○ ○ ○ ○ 

③不要照明の消灯 ○ ○ ○ ○ 

➃OA機器不使用時の電源 OFF ○ ○ ○ ○ 

➄終業時の電源チェック ○ ○ ○ ○ 

⑥冷房 27℃設定（夏場） ○ ○ ○ ○ 

⑦暖房 22℃設定（冬場） ○ ○ ○ ○ 

廃棄物 

（産廃） 

➀分別コンテナ（ボックス）による分別収集 － － ○ － 

➁再使用（修理等） － － ○ － 

③リサイクル可能な業者への処理委託 － － ○ － 

廃棄物 

（一般） 

➀一般廃棄物削減目標説明、協力呼びかけ ○ ○ ○ ○ 

➁裏紙使用の推進 ○ ○ ○ ○ 

③印刷物、コピーの削減、両面コピー使用 ○ ○ ○ ○ 

➃ゴミ分別の徹底 ○ ○ ○ ○ 

排水 

（上水） 

➀水道水削減目標の説明及び協力呼びかけ ○ ○ ○ ○ 

➁節水シール貼付け ○ ○ ○ ○ 

③手洗い時の流し放し禁止 ○ ○ ○ ○ 

取水 

(地下水) 

➀表示板掲示 ○ ○ ○ ○ 

➁管理チェック ○ ○ ○ ○ 

化学物質 
➀施錠確認 － － ○ － 

➁在庫管理 － － ○ － 

地域貢献 
➀会社周辺の清掃活動 

○ ○ ○ 
      

－ 

 

            本社下駐車場（保守点検車の駐車に使用） 
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9.実施状況判定と評価、是正処置及び次年度の主な取組（総評） 

前年と同様、新型コロナウイルス感染症を予防するため集合しての話し合いはできませ

んでしたが、各営業所単位での環境活動計画は例年の取り組みを踏襲して実施しました。

環境目標については、化石燃料、電気使用量を除いて達成できました。目標を変更して 1

年目ですので、令和 5 年度の結果までみて目標などの再検討を行います。 

10．環境関連法規等の遵守状況と苦情・要望等） 

環境関連法規の遵守状況を「環境関連法規等取りまとめ表」を用いて環境管理委員会でチ

ェックした結果、順守されており問題ないことを確認しました。また、市民から寄せられ

る要望・苦情は、日々の業務において適切に対処しており、その記録も保管しています。

環境関連法規および条例への違反・訴訟などはなく、環境当局からの違反等の指摘も、過

去 3 年間含めてありません。 

法規制

等名称 
該当する要求事項 

該当する設備・

項目 
点検・測定頻度、実施時期 

浄化槽

法 

① 浄化槽清掃業者-市町村長の許可 

② 浄化槽保守点検業者-県知事登録 

➀浄化槽汚泥 

 

➁顧客先浄化槽 

➀許可更新 1 回/2 年 

➀許可更新 1 回/3 年 

②登録更新 1 回/5 年 

水質汚

濁防止

法 

浄化槽管理 浄化槽処理水 排出基準測定を実施 

鹿児島県浄化槽事務取扱要綱によ

る鹿児島市浄化槽事務取扱要綱 

廃棄物

処理法 

一般廃物処理業更新許可 浄化槽汚泥 ①許可更新 1 回/2 年 

許可更新 1 回/3 年 

一般廃棄物の収集運搬業者委託 

 →（自社リサイクルセンター持込） 

一般廃棄物（紙

屑、空缶等） 

自社→処理場持込 

①産業廃棄物収集・運搬業更新許可 

②特別管理産業廃棄物収集・運搬業更新

許可 

③顧客との委託契約、ﾏﾆﾌｪｽﾄ交付・管理、

収集・運搬、処分実績報告書 

①廃プラ等 12

種類 

②廃油・廃酸・廃

アルカリ・汚泥・

感染性産廃 

①②許可更新 1 回/5 年 

 

③実績毎年 

6 月 30 日迄報告 

産業廃棄物排出事業者 

・委託収集運搬・処分業者契約及び 

許可証写し保管（許可期限切更新） 

・保管基準 60cm×60cm 以上表示 

飛散・浸透防止、衛生管理 

・自社による運搬時の表示、書類携行 

・産業廃棄物管理票(ﾏﾆﾌｪｽﾄ)交付 

産業廃棄物（廃プ

ラ、金属屑、廃油

等） 

・業者契約書・許可証１回/年確認 

・保管表示版１回/年チェック 

・運搬車への表示・伝票携帯 

B2、D、E 票の保管（5 年間） 

 D 票 90 日、Ｅ票 180 日以内に送付

ない場合 30 日以内に知事報告 

B2,ＤＥ票が期日を過ぎた時点 

・産業廃棄物管理票交付等状況報告書 前年度分を毎年 6 月 30 日迄 

フロン

排出抑

制法 

・業務用エアコンの簡易点検 

・エアコン廃棄時の適切な処理 

 専門業者委託 

姶良リサイクル

センター３基 

本社はなし 

3 ヵ月毎点検し、記録を保管 

家電リ

サイク

ル法 

・家庭電化製品の資源の有効利用促進 

 なるべく長期使用 

・廃棄時にリサイクル料金負担 

冷凍冷蔵庫、家

庭用エアコン、

洗濯機 

廃棄時リサイクル券購入 

リサイクル専門業者へ委託又は買

い替え先へリサイクル料金支払い 
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１１．代表者による全体評価と見直し・指示の結果 

１．目標の達成状況 

燃料 

社用車の稼働が増えた事やコロナ対策の時差勤務で燃料の目標は未達でした。新年度から

は時差勤務の解消やエコドライブの徹底で削減が予測できます。 

新型コロナウイルス対策のため車内での昼食を徹底しており、車内エアコンの使用が増え

ていることは仕方のないことと考えますがエコドライブを徹底してほしいと思います。 

電気 

姶良リサイクルセンターの中間処理施設の稼働が増え、目標が未達でした、日常はエアコ

ンの適切な温度設定を徹底していること、また昼休み時消灯など小まめな節電を心掛けて

おり事務所などの使用量は抑えられましたが、中間処理量の増加により目標が達成できな

かったのは仕方のないことと考えます。 

廃棄物 

新型コロナウイルス対策のためのアルコール消毒使用等により、廃棄物が多くなりました

が分別の徹底もあり、目標は達成できました。面倒な浄化槽ブロワーの分解も各自で丁寧

に分解処理し、資源のリサイクルに努めている姿を頼もしく見ています。 

排水 

水道水の無駄な使用はしないよう徹底しており、目標を達成することができました。 

化学物質 

化学物質の在庫管理や整理整頓、施錠などの徹底の点検活動を行いました。浄化槽の安定

剤としての乳酸菌の培養についても今後もさらに研究を重ね環境に優しい自然由来の乳

酸菌の開発に努めて欲しいと思います。 

地域清掃活動 

本社では本社周辺の道路を約 2km にわたって空缶やゴミ拾いを課別に担当し、行ってい

ます。姶良リサイクルセンターでは周辺の道路や川の土手等の草払いを行っています。 

2．法律の順守について 

各課で屋外開催や定期的な換気など新型コロナウイルス対策をしっかりと行った上で、

徐々に少人数での勉強会を再開しております。令和 5 年度は新型コロナウイルス感染症の

感染症法上の位置付けが５類感染症に移行することに伴い大規模な勉強会の開催を予定

しております。 

３．環境経営方針の見直しについて 

 昨年 11 月に改定しましたので、令和 5 年度は改訂は予定していません。 

４．目標の見直しについて 

 二酸化炭素（電力・車燃料）目標達成が、電力では中間処理施設稼働アップ、燃料では 

お客様の浄化槽増加に伴い、目標が厳しくなってきています。令和 5 年度の状況を見て 

場合によっては目標値の見直しを行いたいと思います。 
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１２．地域貢献活動 

 

  献血協力  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

錦江湾クリーンアップ作戦 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

台風やコロナウイルス感染症の広がりで、なかなか地域貢献活動に参加できなくなって 

いますが、機会があれば、積極的に活動致します。 

 

社員一同、引き続き積極的にエコアクションを展開します！ 


